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平成 30年第２回庄原市教育委員会 会議録 

 

 

１ 日  時   平成 30年２月８日（木） 午後１時 30分開会 

                      午後４時 53分閉会 

 

２ 場  所   庄原市役所 本庁舎５階 第３委員会室 

 

３ 出席委員   教 育 長  牧原 明人 

教育委員  末信 丈夫、横山 和明、神本 久美、立花 有佐 

 

４ 欠席委員   なし 

 

５ 出席職員   教育部長 片山祐子 

 教育部教育総務課長 荘川隆則 

 教育部教育指導課長 中重秋登 

 教育部教育総務課総務係長 宗綱秀臣 

 教育部教育指導課学事係長 岡﨑敏朗 

教育部生涯学習課社会教育係長 中島恵美 

 

６ 傍 聴 人   なし 

 

７ 議事日程      日程第２ 議案第６号  指定管理者の指定について 

         日程第３ 議案第７号  平成 30年度使用特別支援学級用教科用図書の採択に 

ついて 

日程第７ 個別報告及び協議事項 

     ・平成 30年度当初予算案・主要事業の概要について 

・平成 30年度教育行政施策の方針案について 

その他 

 

教育長      平成 30年第２回庄原市教育委員会を開会します。会議日程に従い進めます。 

日程第１ 教育長報告   

教育長      日程第１ 教育長報告を行います。 

・ 平成 29年度業績評価（自己申告）書に基づく校長面談について 

・ 定例広島県市町教育長会議について 

・ 学校の適正配置に関する取り組みについて 

・ 広島市立五日市観音中学校で起きた自死いじめ事件について 

      次に教育部長からの報告をお願いします。 
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教育部長    ・ 平成 30年度予算編成について 

・ 市議会３月定例会への上程予定議案について 

教育長      次に各課からの報告をお願いします。まず、教育総務課からお願いします。 

教育総務課長  ・ 学校施設・設備の充実について 

・ 高校教育振興への支援について  

・ 奨学金制度による就学支援について 

教育長      教育指導課からの報告をお願いします。 

教育指導課長  ・ 「学びの変革」パイロット校事業指定校について 

・ 児童・生徒の動向について 

・ 公立高校選抜Ⅰの受検状況について 

・ 詩文集「さとやま」の刊行について 

教育長      生涯学習課からの報告をお願いします。  

生涯学習課社会教育係長  ・ 生涯学習・社会教育の充実 

・ 博物館・資料館の活用について 

・ スポーツ活動の推進について 

 

日程第２ 議案第６号 指定管理者の指定について（非公開） 

 

日程第３ 議案第７号 平成 30年度使用特別支援学級用教科用図書の選定について（非公開） 

 

日程第４ 個別報告及び協議事項  

教育長     日程第４ 個別報告及び協議事項に移ります。担当課から説明をお願いします。 

教育総務課長  平成 30年度当初予算案の概要について説明します。平成 30年度教育部の各種事業

の新年度予算について先般財政課の査定を受けました。最終的には予算案として   

議会へ上程し、３月下旬に議決を受けてから予算が成立します。 

    （別紙「当初予算案・主要事業の概要【教育総務課】」を説明） 

教育指導課長  （別紙「当初予算案・主要事業の概要【教育指導課】」を説明） 

生涯学習課社会教育係長  （別紙「当初予算案・主要事業の概要【生涯学習課】」を説明） 

教育総務課長  以上で、来年度当初予算案・主要事業の概要説明を終わります。 

教育長     何か質問などはありますでしょうか。 

神本委員    教育総務課の予算の入学祝金に関して、以前から図書カードでの支給についての議

論をされていましたが、来年度も現金の支給という方向でいかれるのでしょうか。 

教育総務課長  色々と議論をしましたが、平成 30年度は現金の支給での実施を予定しています。図 

書カードなどの金券になりますと扱いなどが大きく異なりますので、その辺りを整理 

しながら来年度この祝金を支給した際にアンケートなども実施させていただきたいと 

思います。実際に保護者がどの様にこの祝金を思われているのかを確認したうえで、 

見直しなどは平成 31年度以降でと考えています。来年度は現金支給方式で実施させ 

ていただくように考えています。 
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末信委員    市民会館の集会室のドレンパン改修工事の「ドレンパン」とは何でしょうか。 

生涯学習課社会教育係長  「ドレンパン」とは空調機器内で発生する水の受け皿のことで、市民会館集会室の

空調設備の調子が悪くて水が漏れるということですので、空調設備の水漏れを防ぐた

めに、腐食した機械下側の受け皿を交換する工事です。 

末信委員    大変厳しい中での当初予算編成ということで、事務局も大変苦労されたと思います

が、予算化がされなかったもので事務局的に一番痛いというか、是非とも予算化した

かったものを挙げるとしたら、どんなものがあるのでしょうか。 

教育長     教育指導課関係では、これまでタブレット端末の導入要望を行ってきたのですが、

試行期間が終わるのを契機に次年度計画を立てて再度予算要求を行いました。しかも

パソコン機器のリース契約の更新時期に合わせて整合性を取るようにもしたのですが、

億単位の予算額になり、他事業との兼ね合いもあり予算化は見送られました。 

それからＡＬＴ、外国語指導助手についてです。本来はインタラックという会社に

業務を委託しており、最終的にＡＬＴは８名まで増員したいのですが、これが認めら

れませんでした。結局は地域人材で英語に堪能な人を活用すると経費は半額程度にな

ることから、「教育指導課で人選をすればその分は予算化します」ということで１人分

が認められました。つまり今ＡＬＴは６名いますから、来年度は実質７人ということ

になります。さらに来年度以降も必要であれば、今年の８月までに議論をするための

計画書の提出を求められています。 

教育の中身ですともっと色んな研修費を予算化したいのもあるのですが、増額はな

かなか厳しい状況です。しかも、元々の予算額が少ないのに実績を問われても少ない

予算額の中での実績ですからそれ以上は増えない訳です。 

教育部長    特に生涯学習関係ですと、「読書の推進」に関して、昨年度子供の読書に関する計画

を策定しました。現在小学校・中学校について充実してきているほか、特に乳幼児期

にかかり、生後４ヶ月あるいは１歳半の検診時に幼児へ絵本を贈る事業があります。

それに加えて３歳の検診時にも同様に絵本を贈りたいとして新規に予算要求をしまし

たが、「他事業でも読書を推進している」との理由で予算化は認められませんでした。 

もう１点、文化財に関わることですが、平成 27年度に市北部の資源の利活用という

ことで、「いざなみ街道物語」と命名して、その周辺にある産業や観光、文化財の視点

から地域の振興を図るという計画を策定しました。その中で文化財の視点から各地域

に眠っている文化財を掘り出して新たな教材に繋がるようなパンフレットを作りたい

ということで、昨年度から報償費等も予算化して検討していただいていたのですが、

市長の考えと合わない部分があり、もう一回内容について見直しをしなさいというこ

とで予算化が見送られたものもあります。 

教育長     市長レベル、部長レベル、財政課のレベルと各所で議論してきたのですが、文化財

関係の事業でも国と連携した事業をしようと考えていたのですが、文化財の発掘関係

の事業で国から 100 パーセントの補助を受けられるという事業もありました。 

ですが、「そんなことをなぜするのか」というところから議論が起き、予算化は認め

られないとか、あるいは県の事業で県費を受けられるけれど、３年後は市費で実施し
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なければならないだろうから認めないとかありました。 

例えば県から 100 万円の補助を受けて３年間事業を実施しても、その補助期間が終

われば 100 万円の経費を自分達で捻出しないといけないだろうという話もありました。 

この後、午後３時から総合教育会議が開催されますので、一時会議を中断します。 

 

【庄原市総合教育会議への出席のため会議中断】 

 

教育長     引き続き、会議を再開します。個別報告・協議事項の次項について、担当課から説

明をお願いします。 

教育総務課長  平成 30年度教育行政施策の方針（案）について説明します。資料は全部で８ページ 

までしか掲載していませんが、この後段へ分野別の重点施策が入る予定です。これは

平成 28 年３月に策定しました庄原市教育振興基本計画に示された取り組みの方向性

に基づき、平成 30 年度に取り組むべき具体的な施策や事業を定めて積極的な推進を

図ろうとしているもので、今回は前半８ページまでとなっています。 

 基本的な考え方の部分は教育振興基本計画等を基に、前年度と殆ど変更はありませ

んが、一部変更しようとする部分へ下線を引いています。 

なお、来月の教育委員会議で正式に提案させていただきたいと考えており、後段の

重点施策等については来月の会議までには事務局で作り上げて委員の皆さんに事前配

布をさせていただければと思います。次回の会議の際には全体的な議論をいただけれ

ばと考えておりますのでご承知おきください。 

教育長     この案は平成 29 年度版を踏襲していますが、未だ事務局で内容を詰めてはいませ

ん。現時点でこの辺を変更したらどうかと下線を引いていますが、詳細については協

議・調整する部分が多々あります。骨子としてはこういう形になると思いますが、詳

細な言葉の使い方や新しい施策や事業が入るとかもあるかと思います。今回は一応こ

ういう形を把握していただければということです。 

末信委員    下線部は他の所にもありますか。生涯学習関係はこれよりもっと変わるのですか。 

生涯学習課社会教育係長  現時点ではこれが最新であると思います。 

教育長     ８ページまでに下線が入っている箇所があります。それと５ページの右下部に「⑥ 

学校の適正規模配置の推進」とありますが、以前は「検討」だったと思います。 

 全体的な内容について、教育指導課関係はこれからですね。 

教育指導課長  教育指導課はちょっとまだ詰めきっておりません。これから少し内容を加えたり変

更したりしたいと思っている箇所がありますが、大幅に変わるものではありません。 

教育長     元々、先を見通して学習指導要領に触れているから内容は大きくは変わらないと思

いますが、文言を整理することはあります。次回に臨むにあたって資料を事前に送ら

せていただくということで、また検討するということでよろしいでしょうか。 

教育長     以上で、平成 30年第２回教育委員会を閉会します。 

 

 会議終了  午後４時 53分 


